
取付および設定
UPS Management Card アクセサリ

Dry Contact I/O Card

AP9614
TME41752C-018
発行日： 2025 年 5 月



Schneider Electric IT Corporation
法的免責事項
本書に記載される情報は、Schneider Electric IT Corporation がその信頼性、
無誤謬性、完全性を保証するものではありません。本書は、詳細な操作手
順および施設独自の開発計画書の代替として意図されたものではありませ
ん。したがって、Schneider Electric IT Corporation は、本書の使用に基づ
いて損傷、法規違反、取り付けの誤り、システム障害、またはその他の問
題が発生しても、その責任を負いません。

本書に記載される情報は「現状通り」で提供されるものであり、データセ
ンターの設計および建設の目的のみに対応しています。本書は、Schneider 
Electric IT Corporation が誠意を持って編集しましたが、記載された情報の
完全性または正確性に関しては、明示または黙示を問わず、表明も保証も
行いません。

いかなる場合も、SCHNEIDER ELECTRIC IT CORPORATION、または
SCHNEIDER ELECTRIC IT CORPORATION の親会社、関連会社もしくは
子会社またはその取締役、役員、もしくは従業員は、SCHNEIDER 
ELECTRIC IT CORPORATIONが その損害の危険性について明確に通知さ
れていた場合であっても、本書またはその内容の使用または使用不能に関
連して派生したあらゆる直接的、間接的、必然的、懲罰的、特別または付
随的損害（取引、契約、収入、データ、情報の損失または事業の中断など）
に関して責任を負いません。SCHNEIDER ELECTRIC IT CORPORATION
は、本書の内容またはその形式に関して、事前に通知することなくいつで
も変更または更新する権利を留保します。

内容物（ソフトウェア、オーディオ、ビデオ、テキスト、および写真など）
の著作権、知的所有権、およびその他の所有権は、Schneider Electric IT 
Corporation またはそのライセンサーが保有します。本書に明記されない内
容物に関するすべての権利は留保されます。いかなる種類の権利も、ライ
センス許諾または譲渡は認められません。あるいは、本情報を取得した人
物へのその他の方法による受け渡しは禁じられています。

本書の一部または全部の再販は禁じられています。



目次
安全性に関する情報  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
重要な注意事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1

ご注意ください . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .2
製品の概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3

はじめに  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3
製品の説明 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3

ソフトウェアとハードウェアの要件および必要なツール 4

物理的セキュリティ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4

製品の詳細説明 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5
Dry Contact I/O Cardの項目別説明  . . . . . . . . . .5

入力接点および出力リレー端子台の項目別説明 .7

DIPスイッチの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9
DIPスイッチの位置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .9

DIPスイッチ：入力および出力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .10

従来タイプの障害オプション  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .11
取付 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

取付の事前準備 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .12
操作上の考慮事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .12

接続の構成方法  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .14

取付手順  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .15
Webユーザーインターフェイスへのアクセス  . . . . . . . . . . 17

Webユーザーインターフェイスの起動 . . . . . . . . . . . . . . . . .17

UPS設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .18

入力接点オプション  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .19

出力リレーオプション  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .22

汎用I/Oポートオプション  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .23

ファームウェアのアップグレード  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .24
Dry Contact I/O Card 1



仕様 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25
電気関連、寸法/質量、周辺環境および認定仕様 25

入力接点と出力リレーの定格 . . . . . . . . . . . . . .27

トラブルシューティング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28
保証 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 29

2年間の工場保証 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .29
保証の条件 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .29

第一購入者の保証 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .29

適用除外 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .29

保証の請求 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .30

工賃  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .30

部品  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .31

安全性  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .32
一般情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .32

生命維持装置の例 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .32
Dry Contact I/O Card 2



安全性に関する情報

重要な注意事項 

装置の設置、操作、修理または保守を行う前に作業手順をよく読み、装置につ
いてよく理解しておいてください。以下の安全に関するメッセージは、危険性
に関する警告、または注意喚起を促すために表示されます。

「危険」または「警告」の安全に関するメッセージにこの記号が付
け加えられている場合、注意事項が遵守されないと感電により人体
に影響を及ぼす危険性があることを示しています。

これは、安全警報の記号です。人体への危害の危険性があることを
警告する目的で使用されます。安全警告に従って人体への危害や死
亡のリスクを回避してください。 

 危険

「危険」は、緊急を要する危険な状況を示しており、回避措置を講じない場合は、
死亡または重傷につながります。

 警告

「警告」は、危険となりうる状況を示しており、回避措置を講じない場合は、死亡
または重傷につながるおそれがあります。

 注意

「注意」は、危険となりうる状況を示しており、回避措置を講じない場合は、軽度
または中度の負傷につながるおそれがあります。

 注記

「注記」は、人体への危害には関連しない操作に関する注記です。安全警報の記号
は、このタイプの安全性メッセージには使用されません。
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ご注意ください

電気機器の設置、操作、修理、保守は、必ず有資格者が行ってください。この
資料の使用に起因するいかなる結果についても、Schneider Electric が責任を負うこと
はありません。

有資格者とは、電気機器の構造、設置、操作に関するスキルと知識を持ち、危
険を認識して回避するための訓練を受けた担当者のことを指します。
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製品の概要

はじめに

Schneider Electric™ Dry Contact I/O Card（AP9614）は、以下の機能を提供する管理製品です。

•  6 個の独立した出力リレーを使って示される UPS のステータス情報。出力リ
レーは汎用入力 / 出力ポートおよびオプションの Dry Contact I/O アクセサリ
（AP9810）を使用すれば 8 個まで拡張可能です。

•  4 個の Opto-isolated（光学分離）入力接点を使用した UPS 制御およびテスト。
汎用入力 / 出力ポートおよびオプションの Dry Contact I/O アクセサリ（AP9810）
を使用してさらに 2 個の入力接点（非 Opto-isolated）を追加することが可能で
す。

•  汎用入力 / 出力ポートおよびオプションの環境センサー（AP9335T または
AP9335TH）を使用した各種環境条件に基づく UPS 制御およびテスト

•  様々な管理システムに簡単に統合するためのネジ式端子コネクタ

•  セットアップをカスタマイズするための Web ユーザーイン
ターフェイス（「Web ユーザーインターフェイスへのアクセス」
を参照）

詳細については、“ 製品の詳細説明 ” on page 5、“DIP スイッチの設定 ” on page 9、“ 取
付 ” on page 12、“ 仕様 ” on page 25 を参照してください。

製品の説明

Schneider Electric Dry Contact I/O Card は、プリント回路基板アセンブリから構成されてい
ます。このカードは UPS ホストデバイスの SmartSlot に取り付けます。製品の同梱
品：

•  Dry Contact I/O Card

•  Web ユーザーインターフェイスにアクセスするための USB A to Mini A ケーブ
ル。詳細については、「Web ユーザーインターフェイスへのアクセス」を参
照

•  印刷形式の本マニュアル（英語）
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ソフトウェアとハードウェアの要件および必要なツール

Dry Contact I/O Card は、出力定格が 160kVA 以下で、SmartSlot が利用可能な大部分の APC 

by Schneider Electric 製の UPS デバイスで作動します。

大部分のデバイスはこの要件を満たしていますが、ナレッジベースの記事
FA165616 にアクセスして本製品との互換性を確認してください。

次のツールが必要です。 

•  ネジ式端子用の #1 プラスドライバー

•  UPS SmartSlot ネジ用の #2 プラスドライバー

•  グロメットを締め付けるために用いるレンチ（サイズ：25.4 mm または 1 イン
チ、または調節可能なもの）

Web ユーザーインターフェイスには、USB 上のネットワークドライバーをサポー
トする最新の OS(Windows 8 以降 ) が必要です。

物理的セキュリティ

安全な場所に機器を配置する 

管理人は、権限のない物理的アクセスから機器を保護する必要があり
ます。

•  アクセスは機器のメンテナンスのためにアクセスする必要のある人に制限
されるべきです。

•  立ち入り制限区域は、許可された要員専用として明確に示す必要がありま
す。

•  立ち入り制限区域は施錠されたドアで確保する必要があります。

•  制限区域へのアクセスは、物理的または電子的な監査証跡を生成する必要
があります。

デバイスの前面パネルとコンソールポートへの安全なアクセス

デバイスは、適切なキーまたは他の物理的方法でロックすることができるラッ
クまたはケージに配置します。これにより、デバイスの物理ポートへはアクセ
スできなくなります。
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製品の詳細説明

Dry Contact I/O Card の項目別説明

8  4
3

7

6

1

2

 5
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項目 名前 説明

1 汎用 I/O ポート 1 お
よびポート 2

AP9335T/ TH および AP9810 Dry Contact I/O アクセサリを
サポートします。

2
USB ケーブルコネク
タ

これを PC に接続すると、USB 経由で Web ユー
ザーインターフェイスにアクセスできるように
なります。

3

リセットボタン

金属製でない、適切な大きさのツールを使って
リセットボタンを押してください。
2 つのオプションがあります。

長押しすると [LED が消灯し ]、20 秒以内に離
すと [ カードが工場出荷時の設定に戻らず再

起動します ]。

長押しすると [LED が消灯し ]、20 秒以上
押し続けると [LED が赤に変わり、カードが
工場出荷時の設定にリセットされ、再起動

します ]。

4 LED 状態インジケータ

5
DIP スイッチ

フロントパネルのすぐ後ろの右側にあり
ます。

“DIP スイッチの設定 ” を参照してください。

6

出力リレー端子

アラーム出力用の接続。

「入力接点および出力リレー端子台の項目別説
明」と、「入力接点と出力リレーの定格」を参照
してください。

LED 状態インジケータ 状態

緑の点灯 カードの通信と動作は良好

緑の点滅 カードを初期化中

赤の点滅

UPS との通信切断

汎用 I/O アクセサリ

カードハードウェアエラー

赤の点灯
カードではなく、UPS との動作不良：詳細
については、ナレッジベースの記事
FA171541 を参照してください。
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入力接点および出力リレー端子台の項目別説明

7

入力接点端子

制御入力用の接続。

「入力接点および出力リレー端子台の項目別説
明」と、「入力接点と出力リレーの定格」を参照
してください。

8

コードグリップ

外部デバイスの制御または外部スイッチの接続
に使用するケーブル配線をサポートします。剥
き出し状態のワイヤーをカードの端子台に接続
します。

このカードグリップはプラスチック製で、
直径が 5.8 ～ 10 mm のコードを 1 本固定することが
できます。これによって、導体
（コード内）の数と定格電力を制限します。

各端子台の極数 9

締付トルク 0.35 N.m (3.097 lb.in)

最大締付トルク 0.4 N.m (3.54 lb.in)

ワイヤーの剥き長さ 5 mm (0.19 in)

最小ワイヤーゲージ 0.14 mm2 (26 AWG)

最大ワイヤーゲージ 2.5 mm2 (14 AWG)

項目 名前 説明
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DIP スイッチの設定

Dry Contact I/O Card では、テスト、最終取付、使用の前に設定が必要です。

詳細については、「DIP スイッチの位置」および「DIP スイッチ：入力および出
力」を参照してください。

DIP スイッチの位置

下の吹き出しの中にカード上の DIP スイッチの位置を示します。これは設定例の
1 つで、ON-OFF-OFF-ON を示します。

これ以外の可能な設定については、“DIP スイッチ：入力および出力 ” を参照して
ください。
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DIP スイッチ：入力および出力

以下の表は、4 つのサポートされている設定と対応する入力 / 出力の一覧です。

設定 1 設定 2 設定 3 設定 4*

OFF-OFF-OFF-ON ON-OFF-OFF-ON OFF-ON-OFF-ON ON-ON-OFF-ON

入力 デバイスの動作

1 UPS の電源をオンにする。

「Web ユーザーイ
ンターフェイス
へのアクセス」
を参照

2 UPS の電源をオフにする。 UPS の電源を安全
にオフにする。

3 UPS セルフテストを開始する。

4

セルフテストまた
はランタイム較正
の場合を除き、オ
ンバッテリ状態の
UPS をシャットダ
ウンする。

UPS でバイパスが
利用できる場合は、
UPS をバイパス運
転に切り替える。
UPS がバイパス
モードの場合、UPS
のバイパスモード
を解除する。

セルフテストまた
はランタイム較正
の場合を除き、オ
ンバッテリ状態の
UPS をシャットダ
ウンする。

出力 デバイスの状態

1 UPS がオンバッテリ状態（停電、セルフテスト、またはランタ
イム較正中など）。

「Web ユーザーイ
ンターフェイス
へのアクセス」
を参照

2 UPS のバッテリ残量低下。

3 保護されている負荷機器が UPS から給電されていない、
または UPS とリレー I/O カードとの通信が失われている。

4 UPS のバッテリを交換する。

UPS で電源オンの
コマンドが出され
ている（入力 1 に
同じ）

5 UPS が過負荷状態
になっている。

ソフトウェア、フ
ロントパネルまた
はリアパネルでの
選択により、UPS
はバイパス運転に
なっている。

UPS で順次電源オ
フのコマンドが出
されている（入力
2 に同じ）。

6 UPS 障害またはセ
ルフテスト障害。

UPS 障害、セルフ
テスト障害または
過負荷。

UPS 障害、セルフ
テスト障害、過負
荷またはバッテリ
交換。

* 設定 4 では、Web ユーザーインターフェイスを使用してデバイスを設定します。こ
れは工場出荷時のデフォルト設定です。
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従来タイプの障害オプション

Dry Contact I/O Card Web ユーザーインターフェイスは、旧モデルのリレー I/O モジュー
ル (AP9610) の障害オプションをエミュレートできる、従来タイプの障害オプショ
ンを提供します。詳細については、「Web ユーザーインターフェイスへのアクセ
ス」を参照してください。

Web ユーザーインターフェイスでは以下の操作を行うことができます。 

•  設定 1-3 の出力 #6 の AP9610 でサポートされていた障害をエミュレートするに
は、「Fault Legacy」オプションを使用します。以下の表は、Fault Legacy オプション
1、2 および 3 用にエミュレートされた従来タイプの障害動作の説明です。

•  「障害 (Fault)」オプションを使用して、SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、
および Smart-UPS Modular Ultra UPS の障害動作を管理します。

AP9610 および AP9614 カードが両方搭載された環境では、上記のオプションを障害
の管理に使用できます。障害の定義に関する詳細は、ナレッジベースの記事
FA171541 を参照してください

AP9614 従来タイプの障
害の状態 エミュレートされた AP9610 出力 #6 の動作

従来タイプの障害 1 UPS 障害またはセルフテスト障害。

従来タイプの障害 2 UPS 障害、セルフテスト障害または過負荷。

従来タイプの障害 3 UPS 障害、セルフテスト障害、過負荷または
バッテリ交換。
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取付

すぐ下の「取付の事前準備」、「取付手順」、および「Web ユーザーインターフェ
イスへのアクセス」を参照してください。

取付の事前準備

操作上の考慮事項

システム統合について決める際は、Dry Contact I/O Card の以下の特性に留意してく
ださい。

•  すべての出力リレーのコイルは常時、通電されています。ケーブルの不具
合、Dry Contact I/O Card の取り外し、UPS バッテリの極度の放電、カードのハー
ドウェアの重大な故障など、システムの故障の場合に、カードは、可能性
のあるすべてのアラームを生成します。

•  すべての出力リレーは互いに分離されており、さらに UPS システムアース
からも分離されています。

•  入力接点はすべて UPS システムアースからは分離されていますが、互いに
は分離されていません。

•  制御入力は、ユーザーによって提供されるドライ接点出力によって動作し
ます。これらの入力で使用できるドライ接点の感知電圧は、1 mA 未満時で
公称 5 VDC です。制御入力はすべて、UPS システムのアースを基準としてい
ます。

•  制御入力が有効と見なされるためには、最低 1 秒間の安定した状態が必要
です。遅延時間をより長くするには、Web ユーザーインターフェイスで設
定できます。制御入力は、制限なしでアサートすることができます。

•  1 つの入力には 1 つの入力のみをアサートするよう、十分注意してくださ
い。競合する動作を同時に開始させないようにしてください。例）入力 #1

（UPS の電源をオンにする）と入力 # 2（UPS の電源をオフにする）など。

•  制御入力は、検証後直ちに動作します。ただし、セルフテストまたはラン
タイム較正など、UPS の状態によっては入力が無効になる条件がいくつかあ

危険

感電、爆発、またはアークフラッシュの危険があります。

このカードを取り付ける前に、本マニュアルと UPS のマニュアルを読
んで、理解を深めてください。
取付は必ず資格のある技術者に依頼してください。
国際および国内のすべての電気規格の要件に準拠させることはユー
ザーの責任となります。

これらの指示手順に従わない場合、人体の重大な損傷または死亡につながります。
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ります。入力を確認する際は、出力を適切に設定、監視して、入力の効果
を判定することが推奨されます。

•  電源がオンの状態で、Dry Contact I/O Card の配線は行わないでください。

•  Dry Contact I/O Card の取付は、適用される建物および電気に関する法律の規定
に従う必要があります。

•  このカードは 30 VAC または VDC を超える電圧を制御する目的には使用しな
いでください。

•  正しく作動するために、UPS が接地されており、Dry Contact I/O Card が 2 本のネ
ジで UPS に固定されていることを確認してください。

•  プラスチック製のコードグリップは 1 本のコードのみに使用してください。

詳細については、「仕様」の「入力接点と出力リレーの定格」を参照
してください。
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接続の構成方法

Dry Contact I/O Card のアラーム出力をいくつかの方法で接続して、使用する管理シ
ステムまたは切り替え式の負荷機器の要件を満足させることができます。常時
開（N.O.）および常時閉（N.C.）の両システムは、AND または OR 設定の任意の組
み合わせに対応させることができます。

Dry Contact I/O Card のアラーム出力を組み合わせて、「バッテリ交換 OR 故障」また
は「バッテリ運転 AND バッテリ残量低下」などの複合出力を作り出すことがで
きます。

COM

COM

N. O.

N. O.

N. O.  AND

N. O.  OR

COM COM

N. O. N. O.

N. C.  AND

COM COM

N. C. N. C.

N. C.  OR
COM

COM

N. C.

N. C.

m
ph

04
52

a
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取付手順

警告：取付後、生産環境で使用する前に、設定の完全なテストを実

施することが推奨されます。

1. テストを続行する前に、設定を有効にするために Dry Contact 
I/O Card への接続をすべて行ってください。接続を行う方法につ
いての詳細は、「入力接点および出力リレー端子台の項目別説
明」を参照してください。

静電気放電：Dry Contact I/O Card は静電気で破損する可能性
があります。カードを取り扱う際はプレートの端を持っ
て行ってください。覆われていない部分のプリント回路
基板に触れないでください。

2.#2 のプラスドライバーを使用して、スロットカバーをホストデバ
イスに保持しているネジ 2 本を取り外します。後で使用する場
合のために、取り外したネジは保管しておいてください。同様
に、スロットカバーも保管しておいてください。
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3. 図に示されているように、カードの向きをカードスロットに入るよ
うに合わせてください。プレートの端がホストデバイスのバックパ
ネルと揃うまで、カードをスロットの一番奥までスライドさせま
す。

カードを上下逆にして取り付けようとすると、損傷する可
能性があります。カードの正しい向きを守ってください。
プリント回路基板の両方の側面をカードスロットの両側面
のガイドに揃えます。スロットの向きは、ホストデバイス
に対して水平の場合と垂直の場合があります。いずれの場
合も、ホストデバイスの電源はオフになっている必要があ
ります。

4. 手順 2 で取り外したネジを用いてカードを固定します。

適切な接地が得られるように、SmartSlot のネジを取り付け
る必要があります。金属製のクランプを確実に締め付け
てください。UPS は適切に接地処理されていなければな
りません。

5. ステータス LED が点灯していることを確認してください
（詳細は「製品の詳細説明」を参照）。

詳細については、「Web ユーザーインターフェイスへのアクセス」を参照してく
ださい。
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Web ユーザーインターフェイスへのアクセス

Web ユーザーインターフェイスにアクセスするには、次のものが必要です。

•  PC を AP9614 カードに接続するための USB ケーブル 

•  AP9614 DIP スイッチ設定 4。「DIP スイッチ：入力および出力」を参照。

Web ユーザーインターフェイスでは、次のことができます。

•  汎用 I/O ポートに接続されたセンサーからの入力接点、出力リレー、温度、
湿度のライブステータスを監視する。

•  AP9614 Dry Contact I/O Card と汎用 I/O ポートのステータスを確認する。

•  入力ポートのステータスの変化または UPS イベントに対応した 動作（アク
ション）の実行。 詳細については、「入力接点オプション」を参照してくだ
さい。

•  UPS や環境モニターなどのデバイスで発生した状態に対応した出力リレー
ポートのステータスの変更。 詳細については、「出力リレーオプション」を
参照してください。

•  AP9614 Dry Contact I/O Card のファームウェアのアップグレード。 詳細については、
「ファームウェアのアップグレード」を参照してください。

Web ユーザーインターフェイスの起動 

Webユーザーインターフェイスを使用するには、次のことを行う必要がありま
す。

1. USB経由でネットワークドライバーをサポートするPC (Windows 10
以降またはLinux) にAP9614を接続します。

2. 任意のインターネットブラウザーを使用して  
http://169.254.111.222 にアクセスします  (注：https はサ
ポートされていません)。

3. デフォルトのユーザー名とパスワード (apc/apc) でカードにログイ
ンします。 

4. 初回ログイン時にパスワードの変更を求められます。

5. カードにアクセスし、ユーザー名ボックスにapcと入力し、設定し
た新しいパスワードを入力します。

6. また、温度を摂氏または華氏で設定して、お好みの単位で温度を監
視することもできます。

UPS 設定

Web ユーザーインターフェイスの UPS 設定を使用して、UPS のバッテリ低下持続
時間、シャットダウン待機時間および復帰待機時間を設定します。

UPS 設定は、SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、および Smart-UPS 

Modular Ultra UPS でのみ使用できます。Web ユーザーインターフェイスに
UPS 設定が存在しない場合、その設定はお使いのデバイスでは使用
できません。
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切り替え可能なコンセントグループ付きの SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、
および Smart-UPS Modular Ultra UPS の場合は、以下を構成できます。

•  バッテリ低下持続時間：制御動作のトリガー設定が可能な UPS ランタイム
残り時間のしきい値。例えば、バッテリ低下持続時間が 5 分に設定されて
いる場合、ランタイム残り時間が 5 分を下回ると、UPS に設定された制御
動作がトリガーされます。

DIP スイッチ設定 4 では、Web ユーザーインターフェイスを使用して
バッテリ低下持続時間を 0 ～ 30 分の値に設定できます。

切り替え可能なコンセントグループのない SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、
および Smart-UPS Modular Ultra UPS の場合は、以下を構成できます。

•  シャットダウン待機時間：UPS シャットダウンコマンドの実行時に電源が切
れるまでに UPS が待機する所要時間。DIP スイッチ設定 1 – 3 では、シャット
ダウン待機時間は 20 秒です。DIP スイッチ設定 4 では、Web ユーザーイン
ターフェイスを使用してシャットダウン待機時間を 0 ～ 600 秒の値に設定
できます。

•  復帰待機時間：UPS 電源オンコマンドの実行時に電源がオンになるまでに
UPS が待機する所要時間。DIP スイッチ設定 1 – 3 では、復帰待機時間は 10 秒
です。DIP スイッチ設定 4 では、Web ユーザーインターフェイスを使用して
復帰待機時間を 0 ～ 300

秒の値に設定できます。 
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入力接点オプション

Web ユーザーインターフェイスで選択可能な入力接点オプションを使用すると、
入力接点の状態の変更に基づき、ターゲットデバイスまたはリレーでアクショ
ンを開始できます。

ターゲット 制御動作 説明

UPS

UPS
コンセント
グループ 
1 – 3

オン 直ちにターゲットの電源をオンにします。

待機時間後
にオン

ターゲットデバイスに現在設定されている待機時間後
にターゲットの電源をオンにします。

オフ 直ちにターゲットの電源をオフにします。

安全にオフ

UPS で設定したバッテリ低下およびシャットダウン所要
時間の経過後、安全にターゲットの電源をオフにしま
す。

SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、Smart-UPS Modular Ultra 
UPS の場合：

切替コンセント
グループあり

切替コンセント
グループなし

順番にコンセント
グループの電源を
オンにします。

Web ユーザーインターフェイス
で設定された「復帰待機時間」
を使用して電源をオンにしま
す。 
詳細については、「UPS 設定」
を参照してください。

SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、Smart-UPS Modular Ultra 
UPS の場合：

切替コンセント
グループあり

切替コンセント
グループなし

順番にコンセ
ントグループ
の電源をオン
にします。

Web ユーザーインターフェイスで設
定したバッテリ低下持続時間およ
びシャットダウン待機時間の経過
後、安全にターゲットの電源をオ
フにします。 

詳細については、「UPS 設定」を参
照してください。
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UPS

シャット
ダウン

UPS がオンバッテリ状態の場合、UPS で設定したシャッ
トダウン待機時間の経過後、UPS の電源をオフにしま
す。UPS でランタイム較正が実行中の場合は、シャット
ダウンは発生しません。
入力電力が回復すると、UPS の電源をオンに戻します。

UPS
コンセント
グループ 
1 – 3

シャット
ダウン

一定時間
経過後の
シャット
ダウン

ターゲット 制御動作 説明

SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、Smart-UPS Modular 
Ultra UPS の場合：

切替コンセント
グループあり

切替コンセント
グループなし

UPS がオンバッテリ状態
の場合、順番に UPS を再
起動します。設定したコ
ンセントグループの待機
時間の経過後、コンセン
トグループの電源をオフ
にします。入力電力が回
復すると、順番にコンセ
ントグループの電源をオ
ンにします。

UPS がオンバッテリ状態の
場合、Web ユーザーイン
ターフェイスで設定した
シャットダウン待機時間
および復帰待機時間の経
過後、UPS を再起動しま
す。詳細については、「UPS
設定」を参照してくださ
い。
入力電力が回復すると、
UPS の電源をオンに戻しま
す。

SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、Smart-UPS Modular Ultra 
UPS の場合：

切替コンセントグループあり

UPS がオンバッテリ状態の場合、順番に UPS を再起動
します。直ちにコンセントグループの電源をオフに
し、入力電力が回復すると、順番に電源をオンに戻し
ます。

SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、Smart-UPS Modular Ultra 
UPS の場合：

切替コンセントグループあり

UPS がオンバッテリ状態の場合、順番に UPS を再起動
します。順番にコンセントグループの電源をオフに
します。入力電力が回復すると、コンセントグルー
プの電源をオンに戻します。
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* すべてのデバイスで設定できるとは限りません。UPS がこの機能をサポートして

UPS

UPS
コンセント
グループ 
1 – 3

再起動

直ちにターゲットの電源をオフにします。UPS の出力を
オンにします。

UPS

UPS
コンセント
グループ 
1 – 3

安全に再起
動

シャットダウン待機時間」を使用してターゲットを再
起動し、「復帰待機時間」を使用して電源を入れます。

セルフテス
ト

ターゲットでセルフテストを実行します。 

バイパス *
ターゲットをバイパスモードにします。ターゲットが
バイパスモードの場合、バイパスモードを解除します。
コンセントグループには使用できません。

出力リレー 
1 – 6

UIO ポート 
1 – 2 
出力リレー

（オプション
の AP9810 Dry 
Contact I/O ア
クセサリが
接続されて
いる場合）

通常

出力リレー状態を、「通常」に定義した状態に設定しま
す。コンタクトをカードの各コンタクトポイントに配
線することで、出力リレーの「通常」状態を「常時開」
または「常時閉」に設定できます。

異常

出力リレー状態を、「通常」に定義した状態とは反対に
設定します。例えば、「通常」が「常時開」として定義
されている場合、「異常」を選択すると出力リレーは

「常時閉」に設定されます。

ターゲット 制御動作 説明

SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、Smart-UPS Modular Ultra 
UPS の場合：

切替コンセント
グループあり

切替コンセント
グループなし

直ちにターゲットの電
源をオフにします。順
番にアウトレットグ
ループの電源をオンに
します。

直ちにターゲットの電源
をオフにします。Web ユー
ザーインターフェイスで
設定した復帰待機時間の
経過後、電源をオンに戻
します。詳細については、
「UPS 設定」を参照してく
ださい。

SMT、SMX、SURTD、SRT、Smart-UPS Ultra、Smart-UPS Modular Ultra 
UPS の場合：

切替コンセント
グループあり

切替コンセント
グループなし

順番にアウトレットグ
ループの電源をオフに
します。順番にコンセ
ントグループの電源を
オンにします。

シャットダウン待機時間」
の経過後にターゲットの
電源をオフにし、「復帰待
機時間」の経過後に電源
をオンにします。どちら
も Web ユーザーインター
フェイスで設定します。
詳細については、「UPS 設
定」を参照してください。
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いるか確認するには、『UPS ユーザーガイド』を参照してください。

出力リレーオプション

ソースデバイスまたはリレーの設定された状態を監視し、検出された状態に基
づいて出力リレーの状態を変更するには、Web ユーザーインターフェイスで選択
可能な出力リレーオプションを使用します。

ソース 状態 説明

UPS
UPS
コンセントグ
ループ
1 – 3

オン ソースがオンになっています。

オフ ソースがオフになっています。

オンライン ソースがオンライン状態です。

オンバッテリ ソースがオンバッテリ状態です。

オンバッテリ： 
電源障害

停電によってソースがオンバッテリ状態
です。

バッテリ低下

ランタイム残り時間がバッテリ低下持続時
間を下回ったため、ソースがバッテリ低下
を報告しています。特定の UPS デバイスで
は、この時間を Web ユーザーインターフェ
イスで設定できます。詳細については、

「UPS 設定」を参照してください。

バッテリ交換 ソースのバッテリを交換する必要があり
ます。

通信切断 AP9614 カードとソース間の内部通信が切断
されました。

過負荷 ソースが過負荷状態です。

バイパス：障害
またはソフト
ウェア *

ハードウェア障害またはソフトウェアコマ
ンドによって、ソースがバイパスモードに
なっています。この状態が開始されるのは、
例えば内部エラーにより UPS がバイパスモー
ドである場合や、PowerView または UPS Smart-Slot
アクセサリからバイパスモードに入るよう
命令された場合などです。

バイパス：保守
または障害 *

保守バイパスや、内部エラー、バイパス過
負荷、UPS メインリレー障害などの障害に
よって、ソースがバイパスモードになって
います。

バイパス：手動
UPS ディスプレイインターフェイスなどを
利用して、ソースが手動でバイパスモード
に設定されました。

電源オフまたは通
信切断

ソースの電源がオフか、または AP9614 カー
ドとソース間の内部通信が切断されまし
た。

セルフテスト ソースはセルフモードです。

較正 ソースで現在ランタイム較正が実行中です。
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* すべてのデバイスで設定できるとは限りません。UPS がこの機能をサポートして
いるか確認するには、『UPS ユーザーガイド』を参照してください。

汎用 I/O ポートオプション

ポートに接続されたデバイスによって検出された状態への応答を設定するには、
汎用 I/O ポートオプションを使用します。例えば、AP9335T 温度センサーまたは
AP9335TH 温度 / 湿度センサーが I/O ポートに接続されている場合、以下の環境オ
プションを選択できます。

UPS
UPS
コンセントグ
ループ
1 – 3

セルフテスト
エラー

ソースのセルフテストが失敗しました。

障害
ソースが障害を報告しています。詳細につ
いては、ナレッジベースの記事 FA171541 を
参照してください。

従来タイプの
障害 1 – 3

ソースが従来タイプの障害を報告してい
ます。詳細については、ナレッジベースの
記事 FA171541 を参照してください。

バイパス許容
範囲外 *

ソースがバイパス許容範囲外を報告してい
ます。

出力許容範囲外 * ソースが出力許容範囲外を報告しています。

バッテリなし ソースがバッテリの未装着を報告してい
ます。

バッテリ過熱

バッテリが内部温度しきい値を超過したこ
とをソースが報告しています。温度しきい
値は UPS によって設定され、手動設定はで
きません。

入力ブレーカ
トリップ *

入力ブレーカがトリップされたことをソー
スが報告しています。

入力接点
1 – 4

通常

入力リレー状態を、「通常」に定義した状
態に設定します。コンタクトをカードの各
コンタクトポイントに配線することで、入
力リレーの「通常」状態を「常時開」また
は「常時閉」に設定できます。 

異常

入力リレー状態を、「通常」に定義した状
態とは反対に設定します。例えば、「通常」
が「常時開」として定義されている場合、

「異常」を選択すると入力リレーは「常時
閉」に設定されます。

ソース 状態 説明
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温度と湿度の最高 / 最低しきい値は、Web ユーザーインターフェイスで設定でき
ます。温度 / 湿度環境アラームおよび Dry Contact I/O アクセサリ (AP9810) からの入力
も、「入力接点オプション」で詳しく説明されているように、ターゲットにマッ
ピングすることもできます。

ファームウェアのアップグレード

Schneider Electric の Web サイト (www.se.com) にアクセスして、Dry Contact I/O カードで利用
可能な最新のファームウェアリリースをご覧ください。

ファームウェアをインストールするには：

1. 最新ファームウェアリリースを PC にダウンロードします。

2. Web ユーザーインターフェイスへのアクセスの説明に従って、Web
ユーザーインターフェイスを起動します。

3. [Firmware]（ファームウェア）タブを選択します。

4. [Firmware Update]（ファームウェアのアップデート）セクションで
[Choose file]（ファイルを選択）をクリックし、ステップ 1 でダウン
ロードしたファームウェアを選択します。

5. [Upload]（アップロード）ボタンをクリックしてファームウェアを
カードにアップロードします。このプロセスには数分かかる場合が
あります。

6. カードが再起動したら、Web ユーザーインターフェイスを起動しま
す。[Firmware]（ファームウェア）タブで、ファームウェアが正常に
更新されたことを確認します。

ソース 状態 説明

AP9335T
温度センサー

AP9335TH
温度 / 湿度
センサー

最高を上回る温度 温度が最高しきい値を上回っていることを
センサーが報告しています。

最低を下回る温度 温度が最低しきい値を下回っていることを
センサーが報告しています。

最高を上回る湿度 湿度が最高しきい値を上回っていることを
センサーが報告しています。

最低を下回る湿度 湿度が最低しきい値を下回っていることを
センサーが報告しています。
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仕様

すべての仕様について、VDE および UL 承認規格がある場合は、低い方
の定格を使用してください。

電気関連、寸法 / 質量、周辺環境および認定仕様

項目 仕様

電気関連

定格開閉容量 3A@ 30 VAC または VDC

定格電圧 24 VDC

定格電流 200 mA 

入力接点（#1–4）および
出力リレー（#1–6）

「入力接点と出力リレーの定格」を参
照してください。

寸法・質量

外形寸法 

（高さ x 幅 x 奥行）

38.00 x 121.00 x 128.00 mm

1.50 x 4.75 x 5.05 in

梱包時寸法
（高さ x 幅 x 奥行）

51.00 x 165.00 x 238 mm

2.00 x 6.50 x 9.375 in

質量
0.20 kg

0.44 lb

梱包時重量
0.44 kg

0.97 lb

周辺環境

標高
作動時
保管可能標高

0 ～ 3000 m (0 ～ 10,000 ft) 

0 ～ 15 000 m (0 ～ 50,000 ft)

温度
作動時
保管可能標高

0 ～ 40°C (32 ～ 104°F)

-15 ～ 65°C (5 ～ 149°F)
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相対湿度
作動時
保管可能標高

0 ～ 95%

0 ～ 95%

認定

エミッション

47 CFR FCC, Part 15 using ANSI

C63.4:2014, EN 61000-6-

3:2007+A1:2011, BS EN 61000-6-3,

EN 55032:2015 (ITE), BS EN

55032, VCCI V-3/2015.04, CISPR

32:2015, EN 61000-3-2, BS EN

61000-3-2, EN 61000-3-3, BS EN

61000-3-3

イミュニティ

EN 55024:2010+A1:2016, BS EN

55024, IEC 62040-2, C2:2016, BS

EN 62040-2, EN 61326-2:2013, BS

EN 61326-2, EN 61000-4-2, BS EN

61000-4-2, EN 61000-4-3, BS EN

61000-4-3, EN 61000-4-4, BS EN

61000-4-4, EN 61000-4-5, BS EN

61000-4-5, EN 61000-4-6, BS EN

61000-4-6, EN 61000-4-8, BS EN

61000-4-8, EN 61000-4-11, BS EN

61000-4-11

項目 仕様
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入力接点と出力リレーの定格

電圧定格 電流定格（最大）

入力接点（#1–4）

入力接点に電圧をかけ
ないでください。グラ
ウンドにショートする
か、オープンのままに
してください。

アクティブ：入力接点を
グラウンドにショートする場合

非アクティブ：入力接点をオー
プンのままにする場合。

N/A

出力リレー（#1–6） 0-30 VAC または VDC
3 A リレーあたり

（16 A 合計最大）
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トラブルシューティング

問題 対処方法

AP9614 カード状態インジケータ
が赤く点滅または点灯してい
る。

状態インジケータの詳細について
は、「LED 状態インジケータ」を参
照してください。

Web ブラウザから Web ユーザー
インターフェイスにアクセス
できない。

USB ケーブルが PC に正しく接続さ
れているか確認してください。

カードと PC の間の USB ケーブルを
取り外してから再接続します。

複数の AP9614 カードが USB 経由で
同じ PC に接続されていないか確認
します。同時に接続して設定でき
る AP9614 は 1 つだけです。

Web ユーザーインターフェイス
で加えた設定の変更が保存され
ていない。

設定ページの下部にある [Apply（適
用）」ボタンが選択されていること
を必ず確認してください。

UPS でバッテリ低下警告がデ
フォルトの 2 分以外の値に設
定されているにもかかわらず、
ランタイム残り時間が 2 分を
下回った状態でバッテリ低下
警告が発生しても AP9614 Dry 
Contact I/O Card が出力リレーを起
動しない。

これは、SMT、SMX、SURTD、SRT、
Smart-UPS Ultra、および Smart-UPS Modular 
Ultra UPS のみに影響する既知の問題
です。

DIP スイッチ設定 4 では、Web ユー
ザーインターフェイスを使用して
バッテリ低下持続時間を設定でき
ます。「DIP スイッチ：入力および
出力」を参照してください。

リレー I/O カードの汎用 I/O ア
ラームが、プローブを取り外
しても解除されない。

汎用 I/O アラームは、プローブが再
度接続されるまでシステムに残り
ます。

取り外したセンサープローブを再
接続し、アラームを解除して、プ
ローブを取り外します。

別の方法は、AP9614を再起動すること
です。
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保証

2 年間の工場保証

本保証は、購入された製品を本書に従って使用した場合にのみ適用されます。

保証の条件

APC は、お客様のご購入日から 2 年間、製品に原材料や作業工程の欠陥がないこ
とを保証します。APC は本保証の対象製品の欠陥を修理または交換するものとし
ます。その他の損害、たとえば事故、過失、操作誤り、または製品の改竄など
による損傷に対しては、この保証はいっさい適用されません。本項に記載の欠
陥製品または部品の修理や交換により元の保証期間が延長されることはありま
せん。本保証下で供給される部品は、新品または工場で再製造されたものであ
る場合があります。

第一購入者の保証

本保証は製品のユーザー登録を行った当初購入者にのみ適用されます。
製品は、Schneider Electric のサイト (www.se.com) で登録できます。

適用除外

申し立てられた製品の欠陥が APC のテストまたは検査の結果存在しないと判明
された場合、あるいはお客様または第三者の誤用、過失、不適切な設置、テス
トによるものであることが判明した場合、APC は保証下での責任を負わないもの
とします。さらに、欠陥が承認されていない修理または変更の試み、電源電圧
または接続の誤用または不適合、不適切な実地運転環境、侵食性の外気、外環
境への被曝、不可抗力、火災、盗難、または APC 推奨 / 指定の方法に反する設置
によるものである場合、APC シリアル番号が改竄、摩損、消去された場合、ある
いは意図された使用の範囲を超えるその他の原因によるものである場合は、APC

は保証下での責任を負わないものとします。

この契約に基づき、またはここに記載された条件に同意の下で購入、サービス、
設置をした製品に対し、法律の運用その他により明示的または黙示的に適用され
る保証事項はありません。APC は、製品の市場性、満足度、特定の目的に対する
適合性に関する黙示的な保証についてはすべてその責任を負わないものとしま
す。本製品に関して APC が提供する技術面その他のアドバイスまたはサービスに
よって APC の明示的な保証が拡大、縮小、または影響を受けることはなく、また
かかるアドバイスやサービスからはいかなる義務または責務も派生しないものと
します。以上の保証および賠償は限定的なものであり、その他の保証や賠償すべ
てに代わるものです。上記の記載の保証が当該保証のあらゆる不履行に対する
APC の唯一の責務であり、購入者の法的救済です。APC の保証は購入者のみに適用
され、いかなる第三者にも拡大適用されません。 



いかなる場合も、製品の使用、サービス、または設置から生じたいかなる間接
的、特別、結果的、懲罰的損害についても、その損害が契約の記述または不法
行為の有無を問わず、過失または怠慢、厳格責任に関係なく、APC が事前にその
ような損害の可能性を通知したかどうかに関わらず、APC、同社幹部、取締役、
支社、従業員はその責任を負わないものとします。特に APC は、利益の損失、
設備の損傷、設備の使用不能による損失、ソフトウェアの喪失、データ喪失、
代替費用、第三者の主張など、いかなる損害に対しても責任がないことをここ
に明言します。

APC のセールスマン、従業員、または代理店のいかなる者も本保証の条件を追加
したり、変更したりする権限を持ちません。保証の条件は、たとえ変更される
場合も、APC の役員と法務部の署名により書面によってのみ変更可能です。 

保証の請求 

保証請求に関する問題をお持ちのお客様は、Schneider Electric の Web

サイト (www.se.com/support) のサポートページからカスタマーサポートネットワークに
アクセスできます。ページ上部の国選択プルダウンメニューから該当する国を選
び、[Support]（サポート）タブを選択すると、お住まいの地域のカスタマサポート
のご連絡先が記載されています。

工賃

•  APC は、スタートアップ時に品質の問題が見つかり、それが作業工程または
工場での欠陥によるものであると判定された場合には工賃を負担します。

•  修理を実施する機器下請け業者は、作業を開始する前に APC テクニカル
サービスに連絡して修理許可番号を入手する必要があります。

•  当該機器下請け業者は、修理を開始する前に詳細情報（写真、スタート
アップ用紙）を APC テクニカルサービスに提供しなければなりません。

•  事前の許可なく修理が実行された場合、APC はいかなる工賃も支払いませ
ん。

•  APC では以下の請求には応じられません：                                                             

– トラックのレンタル代

– 移動時間

– 回復用機械およびシリンダのレンタル料

– ガソリン代

– はんだ、フラックス、りん銅ろう（シルフォス）、銀ろう、銀
ろうフラックス

•  APC は、冷却液については 454 グラムあたり $2.50 支払います。
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部品

•  APC は、動作開始から 1 年の期間、あるいは製品出荷日から 18ヶ月にわた
り、システムのパーツを保証します。本保証は部品の費用のみが対象で、
取付作業費は含まれません。

•  保証部品請求のためにご連絡いただく際は、保証部品の確認と処理が的確
に行われるよう、装置の特定情報（シリアル番号、モデル番号、ジョブ番
号）をご確認の上でお電話ください。

•  保証部品を発行する際は発注書が必要となる場合があります。
部品が出荷されると送り状が送付されます。APC へ部品を返却する際は 30

日以内に行ってください。30 日経過後には保証の送り状は未決済と見なさ
れ、この全額をお支払いいただくことになります。

•  返却許可書類は交換部品と一緒に送付されます。この書類は、
保証下での返却の確認が的確に行われるよう、欠陥部品とともに APC に送
り返していただく必要があります。梱包の外側にも保証返却番号を明記し
てください。

•  APC で部品が受理された後、返却された部品についての調査結果に基づいて
保証の適用が判断されます。保守の欠如、誤用、不適切な設置、輸送上の
損傷、人為行為 / 天災によって破損した部品は、部品保証の対象にはなり
ません。

•  午後 1:00 時（東部標準時）以前に受理された保証パーツ請求は同日の標準
地上配送によって出荷されます。翌日配達または航空便に関する費用は、
部品の請求を行った当事者側の負担となります。

•  保証部品の APC への返却費用は、部品の請求を行った当事者側の負担とな
ります。

安全性

一般情報

American Power Conversion（APC）は、次の状況ではこの製品のご利用をお勧めしてい
ません。

•  APC 製品の障害または機能不全が、生命維持装置の障害を招くと予測される
状況、あるいはこれらの装置の安全性や効果に大きな影響を与えると予測
される状況。

•  直接的な患者治療

(a) 怪我や損傷の危険性が最低限に抑えられていること、(b) リスクのすべてをお
客様が負うこと、そして (c) この状況下における APC の責任が十分に保護されて
いることが、書面ならびに APC に納得できる形で報告されていない限り、この
用途の使用に対して APC が故意に製品を販売することはありません。

生命維持装置の例
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生命維持装置 と言う用語は新生児用酸素濃度計、神経刺激装置 ( 麻酔、鎮痛、お
よび他の用途も含む )、輸血装置、血液ポンプ、心臓細動除去器、不整脈検出お
よび警報装置、ペースメーカー、血液透析システム、腹膜透析システム、新生児
保育器、人工呼吸器 ( 成人用および小児用を問わず )、麻酔呼吸器、および米国
FDA が「最重要」(critical) として指定している他の任意の装置などを表しますが、
これらの装置に限定される訳ではありません。

病院用の通信装置や漏洩電流保護装置は、数多くの APC UPS システムのオプショ
ンとして提供されているものもあります。APC は、これらのオプション製品を備
えた装置が、APC や他の組織によって病院用として認定／記載されているとは主
張していません。従って、これらの装置は直接患者治療用には適していません。
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ワールドワイドカスタマーサポート

カスタマーサポートの利用条件は、製品によって異なる場合があります。カス
タマーサポートは以下の方法でご利用いただけます：

• Schneider Electric の Web サイトにアクセスして、 Schneider Electric の
ナレッジベース内のドキュメントにアクセスしたり、カスタマーサポー
トリクエストを送信したりできます。

– www.schneider-electric.com（本社）
特定の国向けにローカライズされた Schneider Electric の Web サイト
に接続します。各サイトでカスタマーサポート情報を提供しています
。

– www.schneider-electric.com/support/
Schneider Electric のナレッジベースを検索し、 e-support を使用する
グローバルサポート。

• Schneider Electric のカスタマーサポートセンターに、電話または電子
メールでお問い合わせください。

– 各国のローカルセンター：世界中の連絡先情報については、
www.schneider-electric.com > サポート > オペレーションにアクセ
スしてください。

お住まいの地域のカスタマーサポートについては、製品を購入された営業担当
または販売店にお問い合わせください。

Schneider Electric                                                                                                                    Schneider Electric
35 rue Joseph Monier                                                                                                       Stafford Park 5
92500 Rueil Malmaison                                                                                                                 Telford
フランス                                                                                                                                                   英国

TF3 3BL
規格、仕様、設計は随時変更されるため、本書に記載されている情報の確認を求めてください。

© 2025 Schneider Electric. 全著作権所有。 Schneider Electric 、 APC 、 Network Management 
Card 、

およびSmart-UPS は、 Schneider Electric SE 、その子会社および関連会社の商標および所

有物です。他のすべての商標の所有権は、それぞれの所有者に帰属します。
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